
  (5) 作成済の申請書で受療者データを変更することはできるか 

    作成済の申請書の受療者データを後で入れ替えることができます。 

    負担率違い、保険者違いで返戻があった場合など、申請を作り直すことなく受療者データを変更できます。 

 

   （具体的に使用するケース：例） 

     ・負担率が違っていた  3割 ⇒ 1割 

     ・前老（70歳以上）になった  前老のフラグを付ける 

     ・保険者が変わった   国保 ⇒ 後期 、組合 ⇒ 国保 

     ・住所が変わった    引っ越しをした 

     ・家族/本人に代わった  家族 ⇒ 本人 

     ・名前が変わった    結婚して姓が変わった  など 

 

    ① 手順1  「受療者登録」で新しい受療者データを作成します 

        変更の直前の受療者データを表示します 

        変更のあった時点を開始年月日を指定して「Enter」を押し、新規の受療者データを作成します 

        「登録してよろしいですか」の表示が出たらはいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 手順2   

「受療者登録」で新しい受療データを 

登録します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※ 負担割合の変更など 

 

 

 

 

 

 

選んでクリックすると 

受療者が選択できる 

変更後の受療者データ

データに変更する 



 

    ③ 手順３  変更前の申請書データを呼び出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ④ 手順４  受療者データ変更をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

        受療者名を確認してクリックすると、申請書の受療者データが変更される。 

 

      ※ 受療者名が変更になった場合は、該当レコードが表示されないので、正しい受療者名に変更するか 

        空白にして検索をクリックすると表示される 

      ※ 開始年月日が最新のものしか表示されないのでそれ以外のデータを使用する場合は、「全項目表示」

をクリックする。 

 

  ⑤ 申請書画面に戻って、登録をクリックすると、変更後の申請書が保存される。 

 

    ※ 受療者データの変更は、表示されている申請書だけです。 

      複数年月の申請書の受療者データを変更する場合は、それぞれの年月の申請書を呼び出して 

      この処理を行ってください。 

検索をクリックして作

成済データを呼び出す 

画面を呼び出した直後は 

検索になっている 

データを呼び出したら 

受療者データ変更をクリックする 

新しい受療者データが表示される 


